
幸
清
撰
『
宇
佐
石
清
水
宮
以
下
縁
起
』
に
つ
い
て

幸
清
撰
・
口
不
足
本
『
諸
縁
起
』
を
補
う
も
の

生
　
井
　
真
理
子

一
、
『
宇
佐
石
清
水
宮
以
下
縁
起
』

　
現
在
、
重
要
文
化
財
と
な
っ
て
い
る
石
清
水
八
幡
宮
所
蔵
の
文
書
・
記
録
類

の
中
に
、
『
宇
佐
石
清
水
宮
以
下
縁
起
』
な
る
も
の
が
あ
る
。
和
綴
じ
の
冊
子

本
で
、
縦
2
7
皿
、
横
2
0
m
、
紙
数
四
十
三
枚
に
表
紙
を
つ
け
た
、
江
戸
時
代
の

も
の
で
あ
る
。
外
題
も
内
題
も
同
じ
く
『
宇
佐
石
清
水
宮
以
下
縁
起
』
で
あ
り
、

巻
頭
に
そ
れ
ぞ
れ
抄
出
し
た
内
容
の
目
録
を
番
号
を
附
し
て
配
し
、
次
に
撰
者

「
別
当
法
印
権
大
僧
都
幸
清
」
の
前
書
き
が
あ
っ
て
、
本
文
に
入
る
。
残
念
な

こ
と
に
、
巻
頭
に
書
か
れ
て
い
る
目
録
の
番
号
で
言
え
ば
、
十
九
番
の
大
江
匡

房
作
「
筥
崎
宮
記
」
の
中
途
か
ら
後
が
失
わ
れ
て
い
る
。

　
最
後
の
三
行
を
示
す
と
、

　
　
創
此
朝
論
其
聖
化
誰
不
受
賜
其
母
神

　
　
功
皇

　
　
　
　
　
幸
清
撰
『
宇
佐
石
清
水
宮
以
下
縁
起
』
に
つ
い
て

　
　
　
古
寛
正
二
年
辛
巳
卯
月
仏
生
日
誌
之

　
　
　
　
　
　
　
　
「
森
本
信
富
献
本
」
の
朱
印

と
あ
る
の
で
、
寛
正
二
年
（
一
四
六
口
の
書
写
本
を
、
転
写
の
過
程
は
不
明

な
が
ら
祖
本
と
し
て
書
写
し
た
も
の
と
見
ら
れ
、
丁
寧
な
楷
書
で
書
か
れ
て
い

る
。
「
森
本
信
富
献
本
」
の
朱
印
が
奥
書
の
横
に
押
さ
れ
て
い
る
が
、
石
清
水

八
幡
宮
研
究
所
の
田
中
君
於
氏
に
よ
れ
ば
、
明
治
・
大
正
期
に
石
清
水
八
幡
宮

の
禰
宜
を
勤
め
た
森
本
信
富
氏
が
寄
贈
し
た
も
の
で
、
同
家
に
伝
わ
っ
て
い
た

文
書
等
を
一
括
し
て
寄
贈
さ
れ
た
中
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
森
本
（
森
元
と
も
書

く
）
家
一
族
は
江
戸
時
代
に
代
々
荘
厳
宝
樹
預
や
安
居
本
頭
人
・
六
位
（
放
生

会
の
際
は
神
輿
の
ひ
も
を
持
つ
役
）
の
役
職
を
担
っ
た
神
人
の
家
系
で
、
江
戸

幕
府
か
ら
朱
印
領
を
与
え
ら
れ
て
い
旭
。

　
『
宇
佐
石
清
水
宮
以
下
縁
起
』
は
内
題
に
続
い

さ
れ
て
い
る
。

て
目
録
が
以
下
の
と
お
り
附

三
七



一

一　一

一

一　一
十　十　九　八　七　六　五　四

一

十
二

十
三

十
四

十
五

十
六

十
七

十
八

　
　
幸
清
撰
『
宇
佐
石
清
水
宮
以
下
縁
起
』
に
つ
い
て

欽
明
天
皇
揖
二
年
辛
卯
正
月
豊
前
国
宇
佐
郡
顕
事
【
天
平
勝
宝
元
年
己

丑
造
立
宇
佐
宮
子
て
】

天
平
升
年
奉
勧
請
東
大
寺
鎮
守
事
「
奉
鋳
大
仏
妙
工
御
座
云
云
」

貞
観
元
年
大
安
寺
行
教
参
詣
宇
佐
宮
蒙
託
宣
奉
勧
請
男
山
事

寛
平
年
中
為
薬
師
寺
鎮
守
事

斉
衡
二
年
移
坐
大
安
寺
事

貞
観
二
年
移
坐
山
崎
並
男
山
事

石
清
水
八
幡
宮
護
国
寺
縁
起
事

同
縁
起
並
道
俗
司
次
第
事

同
御
宝
殿
造
立
奉
安
置
御
体
事

同
宮
准
本
宮
致
祭
祀
等
事

石
清
水
縁
起

貞
観
二
年
宣
命

金
剛
般
若
験
記
事

大
安
寺
塔
中
院
建
立
縁
起

正
宮
縁
起
「
以
天
平
元
年
己
巳
造
八
幡
宮
志
賀
辛
前
社
て
云
」

御
因
位
本
縁
起
【
神
亀
元
年
発
亥
造
香
椎
宮
云
云
】

阿
蘇
大
権
現
根
本
記

筥
崎
宮
縁
起
「
神
亀
三
年
乙
丑
造
穂
浪
宮
云
云
延
長
元
年
発
未
造
筥
崎
宮

云
云
」

十
九

升升
一

升
二

汁
三

升
四

升
五

升
六

升
七

汁
八

汁
九

揖揖
二

世
二

世
三

世
四

掛
五

掛
六

枡
七

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
八

同
宮
起
［
匡
房
］

筑
後
国
高
良
社
縁
起

同
社
十
講
会
縁
起

大
菩
薩
前
身
人
聞
菩
薩
坐
事

人
聞
菩
薩
縁
起
二
巻
【
但
顕
本
】

八
幡
文
字
書
付
御
起
請
事

大
菩
薩
五
人
同
行
事

放
生
会
事

外
起
日
記
事

道
成
私
記
気
比
大
神
事

申
誉
田
天
皇
因
縁
事

俗
別
当
兼
孝
語
事

大
菩
薩
所
々
移
坐
事

　
従
此
以
下
検
校
法
印
祐
清
被
撰
出
掲
書
入
之

貞
観
十
八
年
十
一
月
升
三
日
宇
佐
宮
　
若
宮
顕
縁
起

極
楽
寺
縁
起

石
清
水
不
断
念
仏
縁
起
【
に
房
朝
臣
作
】

御
許
山
法
華
三
味
縁
起
【
匡
房
卿
作
】

善
起
元
年
従
大
唐
大
菩
薩
渡
事

石
清
水
宮
内
殿
御
装
束
事



　
　
承
元
四
年
仲
夏
五
月
、
八
幡
御
山
之
上
百
日
斎
寵
之
問
、
或
捜
諸
家
之
秘

　
　
本
、
或
拾
万
人
之
要
起
、
為
家
為
在
、
或
抄
或
集
、
非
菅
当
時
悦
目
之
鴻

　
　
宝
、
将
備
後
代
指
掌
之
亀
鏡
而
已
。

　
　
　
　
　
　
　
別
当
法
印
権
大
僧
都
幸
清
　
（
句
読
点
は
筆
者
が
私
に
記
す
）

　
最
後
の
三
行
が
、
幸
清
に
よ
る
序
文
と
見
ら
れ
る
文
章
で
、
す
な
わ
ち
、
承

元
四
年
（
一
二
Ｉ
○
）
の
仲
夏
五
月
に
、
石
清
水
八
幡
の
山
上
で
百
日
参
寵
の

折
、
「
諸
家
之
秘
本
」
を
捜
し
、
万
人
に
と
っ
て
重
要
な
記
を
録
し
て
、
家
の

た
め
在
の
た
め
に
抄
出
し
集
め
た
も
の
で
、
た
だ
当
代
の
宝
と
し
て
人
の
目
を

喜
ば
せ
る
た
め
で
は
な
く
、
「
由
来
・
歴
史
」
が
明
ら
か
に
な
る
よ
う
に
後
代

の
た
め
備
え
た
い
の
だ
と
い
う
。
「
百
日
斎
龍
」
に
つ
い
て
は
、
当
時
の
権
別

当
宗
清
か
、
後
に
自
分
の
「
勤
労
」
の
経
歴
を
述
べ
る
と
き
に
「
御
山
百
ケ
日

参
寵
八
度
　
十
ケ
日
以
下
不
可
勝
計
」
と
言
っ
て
お
り
、
毎
年
で
は
な
い
も
の

の
、
石
清
水
の
祀
官
の
勤
め
と
し
て
あ
っ
た
よ
う
で
あ
い
。

　
目
録
を
見
る
に
、
柑
二
と
坦
二
の
間
に
、
「
従
此
以
下
検
校
法
印
祐
清
被
撰

出
掲
書
入
之
」
と
あ
る
の
で
、
最
初
の
「
欽
明
天
皇
揖
二
年
辛
卯
正
月
豊
前
国

宇
佐
郡
顕
事
」
か
ら
、
「
紺
二
　
大
菩
薩
所
々
移
坐
事
」
ま
で
は
幸
清
か
撰
び
、

「
揖
二
　
貞
観
十
八
年
十
一
月
計
三
日
宇
佐
宮
若
宮
顕
縁
起
」
か
ら
「
揖
七

石
清
水
宮
内
殿
御
装
束
事
」
ま
で
は
「
検
校
法
印
祐
清
」
が
撰
出
し
、
幸
清
か

書
き
入
れ
た
と
見
ら
れ
、
実
質
的
に
は
幸
清
と
祐
清
の
共
同
選
出
に
な
る
も
の

と
言
え
よ
う
。

　
　
　
　
　
幸
清
撰
『
宇
佐
石
清
水
宮
以
下
縁
起
』
に
つ
い
て

　
祐
清
・
幸
清
は
と
も
に
石
清
水
八
幡
宮
の
別
当
・
検
校
を
務
め
た
紀
成
清
の

子
。
兄
祐
清
（
i
n
（
六
～
一
一
二
回
の
建
立
し
た
八
角
堂
の
本
尊
阿
弥
陀

仏
は
現
在
京
都
国
立
博
物
館
に
あ
り
、
弟
の
幸
清
（
一
一
七
七
～
一
二
三
五
）

は
勅
撰
歌
人
で
、
藤
原
定
家
と
交
流
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
承
元
二
年
（
一
二
〇

八
）
に
、
東
大
寺
の
手
向
山
八
幡
宮
の
ご
神
体
「
僧
形
八
幡
神
像
」
を
造
っ
た

快
慶
が
、
石
清
水
八
幡
宮
に
僧
形
八
幡
神
画
像
を
施
入
し
た
こ
と
は
美
術
史
の

方
面
で
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
承
元
四
年
（
コ
ー
〇
）
当
時
、
四
十
五
歳

の
祐
清
は
検
校
法
印
権
大
僧
都
、
三
十
四
歳
の
弟
の
幸
清
は
別
当
法
印
で
、
幸

清
は
建
暦
三
年
（
一
二
二
一
）
に
な
っ
て
行
幸
の
賞
と
し
て
権
大
僧
都
に
任
ぜ

ら
れ
た
。
つ
ま
り
、
承
元
四
年
の
段
階
で
は
、
ま
だ
幸
清
は
権
大
僧
都
で
は
な

か
っ
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
石
清
水
八
幡
宮
関
係
で
は
『
宇
佐
石
清
水
宮
以
下
縁
起
』
は
も

う
一
本
存
在
す
る
。
森
本
家
と
同
じ
く
、
江
戸
時
代
に
朱
印
領
を
与
え
ら
れ
、

代
々
石
清
水
八
幡
宮
の
神
人
で
神
宝
預
禰
宜
（
神
宝
所
は
放
生
会
の
時
、
御
倉

か
ら
内
陣
へ
宝
物
を
運
び
出
す
役
・
太
鼓
の
役
を
務
め
た
）
で
あ
っ
た
谷
村
家

が
所
蔵
し
て
い
砧
。
表
紙
に
は
「
宇
佐
石
清
水
宮
縁
起
」
、
内
題
に
は
「
宇
佐

石
清
水
宮
以
下
縁
起
」
と
あ
っ
て
、
本
の
大
き
さ
は
縦
ご
ｍ
、
横
ご
ｍ
。
一

行
十
五
文
字
と
い
う
形
式
か
ら
、
紙
数
、
段
落
替
え
、
脱
字
・
脱
文
と
お
ぼ
し

き
箇
所
、
奥
書
に
至
る
ま
で
ま
っ
た
く
同
じ
で
あ
る
。
誤
字
と
思
わ
れ
る
も
の

の
箇
所
が
必
ず
し
も
重
な
ら
な
い
の
で
、
石
清
水
八
幡
宮
所
蔵
の
森
本
家
本
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
九



　
　
　
　
　
幸
清
撰
『
宇
佐
石
清
水
宮
以
下
縁
起
』
に
つ
い
て

は
兄
弟
関
係
の
可
能
性
も
あ
る
。
奥
書
に
よ
れ
ば
正
徳
年
問
（
一
七
一
一
～
一

七
ヱ
（
）
の
書
写
で
あ
る
。
同
家
の
谷
村
民
部
正
穏
（
神
宝
預
禰
宜
）
が
、
宝

暦
四
年
（
一
七
五
二
に
描
い
た
「
石
清
水
八
幡
宮
境
内
全
図
」
は
重
要
文
化

財
（
石
清
水
八
幡
宮
蔵
）
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
八
幡
市
教
育
委
員
会
の
竹

中
友
里
代
氏
に
よ
れ
ば
、
正
穏
は
宝
暦
八
年
（
一
七
五
八
）
に
、
谷
村
久
輔
が

寛
政
五
年
（
一
七
九
三
）
に
、
石
清
水
の
岩
本
坊
に
あ
っ
た
「
貞
和
二
年
の
感

得
図
」
（
石
清
水
社
頭
図
）
を
模
写
し
て
い
る
（
谷
村
家
齢
）
。

　
こ
う
い
っ
た
事
情
か
ら
見
て
、
森
本
某
氏
や
谷
村
某
氏
が
石
清
水
八
幡
宮
関

係
の
ど
こ
か
で
書
写
の
機
会
を
得
た
か
、
も
し
く
は
書
写
本
を
取
得
し
た
の
が

森
本
家
本
と
谷
村
家
本
で
あ
る
こ
と
、
こ
れ
ら
の
共
通
の
原
本
で
あ
る
「
寛
正

書
写
本
『
宇
佐
石
清
水
宮
以
下
縁
起
』
」
は
、
幸
清
か
権
大
僧
都
と
な
っ
て
以

後
の
写
本
を
も
と
に
し
て
い
る
も
の
の
、
続
き
の
部
分
が
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う

こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
他
に
「
同
名
」
の
本
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
石
清
水
八
幡

宮
に
は
見
つ
か
っ
て
い
な
い
。
尚
、
本
稿
で
は
引
用
に
際
し
て
、
比
較
し
て
誤

字
の
少
な
い
方
の
石
清
水
八
幡
宮
蔵
森
本
家
本
を
用
い
る
こ
と
と
す
る
。
（
翻

刻
に
際
し
て
は
、
基
本
的
に
異
体
字
等
は
通
行
の
字
体
を
用
い
、
私
に
句
読
点

を
付
し
た
づ

二
、
『
諸
縁
起
』
と
『
八
幡
大
菩
薩
示
現
記
』

『
宇
佐
石
清
水
宮
以
下
縁
起
』
（
以
下
『
以
下
縁
起
』
）
に
つ

い
て
論
じ
る
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
〇

に
重
要
な
存
在
が
、
石
清
水
八
幡
宮
所
蔵
の
『
諸
縁
起
』
（
表
紙
の
原
題
は

「
諸
縁
記
」
　
口
不
足
　
黄
紙
無
表
紙
　
一
巻
　
幸
清
撰
）
と
、
『
八
幡
大
菩
薩

示
現
記
』
（
以
下
『
示
現
記
』
）
で
あ
る
。
両
書
と
も
に
、
『
石
清
水
八
幡
宮
史

料
叢
書
二
　
縁
起
　
託
官
一
　
告
文
』
（
以
下
、
史
料
叢
書
）
に
翻
刻
さ
れ
、
収

め
ら
れ
て
い
る
。

　
『
諸
縁
起
』
は
「
口
不
足
」
と
さ
れ
る
よ
う
に
、
巻
頭
部
分
が
欠
け
て
い
る
。

各
縁
起
に
は
朱
書
き
で
文
頭
右
に
番
号
が
附
さ
れ
て
い
て
、
三
の
石
清
水
創
建

縁
起
の
中
途
か
ら
残
っ
て
い
る
。
損
傷
に
よ
り
、
巻
全
体
の
前
半
部
分
に
と
こ

ろ
ど
こ
ろ
読
め
な
い
箇
所
が
あ
る
。
奥
書
に
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
別
当
法
印
権
大
僧
都
幸
清
撰

　
　
建
保
七
年
己
卯
閏
二
月
廿
五
日
書
写
了

　
　
　
　
　
　
　
　
「
幸
」
（
朱
印
）
　
　
執
筆
僧
隆
宴

と
あ
り
、
建
保
七
年
（
一
二
Ｉ
九
）
に
僧
隆
宴
が
書
写
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

隆
宴
自
筆
か
、
そ
の
写
し
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
幸
清
所
持
本
の
よ
う
で
あ
る
。

な
お
、
十
六
・
十
七
・
十
八
・
十
九
・
廿
・
廿
四
の
本
文
に
は
異
本
校
合
の
跡

が
あ
る
。
異
本
校
合
は
墨
書
で
よ
く
似
た
字
で
、
た
と
え
ば
「
道
武
イ
」
と
い

う
形
式
の
も
の
と
、
「
或
本
綿
字
無
之
」
と
い
う
類
と
二
種
あ
り
、
他
に
傍
注

と
し
て
墨
書
や
朱
書
き
で
誤
字
を
疑
っ
て
「
材
欺
」
の
よ
う
に
書
き
込
む
例
も

あ
る
。

　
隆
宴
は
幸
清
の
子
で
、
承
元
三
年
（
一
二
〇
九
）
六
月
十
九
日
、
栂
尾
の
明



恵
上
人
が
八
幡
宮
参
拝
の
つ

雅
と
と
も
に
、

い
で
に
、
幸
清
の
も
と
を
訪
れ
た
折
、
幸
清
や
印
　
　
下
縁
起
』
は
同
じ
部
分
を
一
つ
に
ま
と
め
て
書
い
て
し
ま
っ
て
い
る
点
、
及
び

異
本
校
合
の
跡
や
傍
注
が
な
い
点
な
ど
、
多
少
の
違
い
は
あ
る
が
、
文
章
に
差

コ
ヨ
ヒ
キ
ク
御
法
ヲ
月
ノ
ユ
カ
リ
ト
テ
ノ
チ
ノ
世
フ
カ
キ
ヤ
ミ
ヤ
（
レ
ナ
　
　
は
な
い
。
む
し
ろ
、
『
諸
縁
起
』
の
原
本
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
み
る
と
、
全
体

　
　
ム

の
歌
を
詠
ん
だ
隆
宴
言
万
「
少
納
言
口
し
と
同
人
物
と
思
わ
れ
い
。
ま
た
、

『
石
清
水
皇
年
代
記
』
承
久
三
年
（
コ
ー
ニ
ロ
九
月
二
十
六
日
条
に
は
、

　
　
先
任
了
　
廿
六
日
　
上
座
隆
宴
募
高
橋
造
功
、
可
為
法
橋
之
由
被
　
宣
下

　
　
了
。

と
あ
る
。
同
年
九
月
十
二
日
に
洪
水
で
放
生
川
に
懸
け
ら
れ
た
高
橋
が
流
失
し

た
た
め
、
新
た
に
作
り
替
え
る
た
め
、
そ
の
賞
と
し
て
法
橋
に
叙
さ
れ
た
よ
う

だ
が
、
『
石
清
水
八
幡
宮
寺
略
補
任
』
（
以
下
『
略
補
任
』
）
に
よ
れ
ば
、
当
時

の
上
座
は
春
禅
、
権
上
座
は
能
禅
で
、
『
略
補
任
』
そ
の
も
の
に
隆
宴
の
名
は

見
え
な
い
。
『
略
補
任
』
は
こ
の
時
期
は
官
任
し
か
記
述
し
て
い
な
い
こ
と
、

当
時
の
別
当
の
子
息
と
い
う
身
分
か
ら
見
て
、
お
そ
ら
く
は
寺
任
の
権
上
座
あ

た
り
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　
さ
て
、
こ
の
『
諸
縁
起
』
の
三
（
前
半
欠
）
か
ら
十
九
ま
で
の
文
章
と
、

『
以
下
縁
起
』
の
三
か
ら
十
九
（
後
半
欠
）
ま
で
の
部
分
と
は
、
書
写
時
の
誤

字
・
脱
落
を
念
頭
に
置
け
ば
、
ま
ず
「
同
文
」
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。
但
し
、

『
以
下
縁
起
』
に
は
文
頭
に
番
号
は
附
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
『
諸
縁
起
』
で

は
五
番
・
六
番
は
コ
打
ず
つ
割
り
当
て
て
記
す
の
を
、
森
本
・
谷
村
家
本
『
以

　
　
　
　
　
幸
清
撰
『
宇
佐
石
清
水
宮
以
下
縁
起
』
に
つ
い
て

的
に
言
え
ば
、
『
以
下
縁
起
』
は
コ
行
の
文
字
数
は
異
な
る
も
の
の
、
改
行
や

文
字
の
位
置
の
変
化
の
体
裁
な
ど
は
、
か
な
り
近
似
し
て
い
る
。
『
以
下
縁
起
』

で
は
十
九
以
下
の
本
文
が
欠
落
し
て
い
る
も
の
の
、
目
録
に
記
さ
れ
た
題
目
は
、

『
諸
縁
起
』
の
同
じ
文
頭
番
号
を
持
つ
本
文
と
内
容
的
に
一
致
す
る
。
そ
し
て
、

や
は
り
、
俎
こ
と
俎
二
の
話
題
の
間
に
コ
打
を
取
り
、
「
従
此
以
下
検
校
法
印

祐
清
被
撰
出
掲
書
入
之
」
の
一
文
が
朱
書
き
で
書
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ

の
こ
と
か
ら
、
森
本
家
・
谷
村
家
本
『
以
下
縁
起
』
、
寛
正
書
写
本
の
源
と
い

え
る
祖
本
は
、
幸
清
撰
の
縁
起
集
の
写
本
で
あ
る
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
『
宇
佐
石
清
水
宮
以
下
縁
起
』
と
い
う
書
物
に
よ
っ
て
、

損
傷
部
分
が
目
立
つ
幸
清
撰
の
『
諸
縁
起
』
の
欠
落
・
欠
損
部
分
が
補
う
こ
と

が
で
き
、
幸
清
撰
の
縁
起
集
の
全
貌
を
伺
う
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
に
な

る
。
何
よ
り
も
序
文
の
存
在
は
大
き
い
。
幸
清
撰
の
縁
起
集
が
当
初
か
ら
『
宇

佐
石
清
水
宮
以
下
縁
起
』
と
い
う
書
名
や
目
録
を
持
っ
て
い
た
か
ど
う
か
は
未

詳
だ
が
、
『
諸
縁
起
』
も
表
紙
の
な
い
本
に
便
宜
上
附
け
ら
れ
た
題
名
の
可
能

性
も
あ
り
、
本
来
の
書
名
も
『
宇
佐
石
清
水
宮
以
下
縁
起
』
た
っ
た
確
率
の
方

が
高
い
の
で
は
な
い
か
。

　
次
に
、
『
八
幡
大
菩
薩
示
現
記
』
に
目
を
転
じ
た
い
。
『
示
現
記
』
は
、
石
清

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
二



　
　
　
　
　
幸
清
撰
『
宇
佐
石
清
水
宮
以
下
縁
起
』
に
つ
い
て

水
八
幡
宮
史
料
叢
書
の
解
説
を
借
り
れ
ば
、
「
原
表
紙
の
残
閥
部
と
本
紙
と
の

継
目
田
中
宗
清
の
署
判
あ
り
、
外
題
・
内
題
共
に
訣
き
、
本
来
の
書
名
は
不

詳
」
で
あ
る
。
た
だ
、
「
来
竹
法
印
権
大
僧
都
召
清
」
が
寛
文
元
年
（
一
六
六

口
九
月
十
五
日
に
書
写
し
た
『
八
幡
大
菩
薩
示
現
記
』
（
石
清
水
八
幡
宮
所

蔵
）
は
、
始
め
か
ら
最
後
ま
で
、
訓
点
を
も
含
め
て
ま
っ
た
く
同
じ
で
あ
る
。

そ
の
表
紙
に
は
、
明
暦
二
年
（
一
六
五
六
）
の
孟
冬
（
十
月
）
に
校
合
を
終
え

た
こ
と
が
記
さ
れ
、
表
題
に
は
「
八
幡
大
菩
薩
不
現
記
　
雑
　
奥
不
足
」
と
あ

る
。
史
料
叢
書
の
原
本
で
は
本
文
の
巻
頭
が
少
し
欠
損
し
て
い
る
た
め
、
史
料

叢
書
に
は
「
口
師
」
と
し
た
部
分
が
、
召
清
書
写
本
で
は
「
可
給
妙
力
法
師
」

と
な
っ
て
い
て
、
そ
の
下
に
「
有
宗
清
判
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

こ
の
史
料
叢
書
の
原
本
は
宗
清
か
「
妙
力
法
師
」
（
不
詳
）
な
る
者
に
与
え
る

た
め
の
も
の
だ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
召
清
（
一
六
二
四
～
一
六
八
七
）
は
極
官

が
石
清
水
八
幡
宮
権
別
当
・
法
印
権
大
僧
都
で
、
寛
文
年
中
、
精
力
的
に
石
清

水
記
録
を
整
理
し
た
人
で
あ
る
。

　
さ
て
、
こ
の
『
示
現
記
』
の
所
有
者
「
宗
清
」
（
一
一
九
〇
～
コ
三
七
）

は
、
第
三
十
一
代
別
当
道
清
の
子
で
、
文
暦
二
年
（
一
二
三
四
）
に
、
幸
清
の

病
没
後
、
第
三
十
四
代
別
当
に
任
ぜ
ら
れ
る
。
幸
清
撰
の
縁
起
集
が
作
成
さ
れ

た
承
元
四
年
当
時
は
、
二
十
一
歳
の
権
別
当
で
あ
り
、
『
宮
寺
縁
事
抄
』
の
著

者
と
し
て
知
ら
れ
る
。
祐
清
・
幸
清
と
の
関
係
を
系
図
で
表
す
と
、
次
の
よ
う

に
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
二

［
系
図
］
［
　
］
内
の
数
字
は
第
ｘ
代
の
別
当
、
〔
　
〕
の
数
字
は
第
ｘ
代
の

光
清

【
2
5
】
〔

勝
清

【
2
8
】
〔
‥
息

成
清
－

【
3
0
】
〔
1
2
〕

幸
清
【
3
3
】

　
す
な
わ
ち
、
宗
清
は
祐
清
・
幸
清
の
甥
で
あ
る
と
同
時
に
、
祐
清
の
女
婿
で

あ
り
、
幸
清
の
子
超
清
と
は
義
理
の
兄
弟
と
い
う
、
き
わ
め
て
関
係
の
深
い
間

柄
に
あ
っ
た
。
宗
清
の
回
顧
に
よ
る
と
、
宗
清
を
幸
清
の
「
入
室
弟
子
」
に
す

る
約
束
と
な
っ
て
い
た
が
、
成
清
の
死
後
、
嫡
流
を
め
ぐ
っ
て
三
人
の
関
係
は

徐
々
に
崩
れ
て
い
仁
。
こ
の
宗
清
の
『
示
現
記
』
の
最
後
尾
に
見
え
る
「
八
幡

宮
御
縁
記
」
に
、
『
以
下
縁
起
』
の
Ｉ
・
二
・
三
・
四
番
の
本
文
と
同
じ
順
序

で
ほ
ぼ
同
じ
記
述
を
、
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
。

　
ま
ず
、
『
以
下
縁
起
』
の
一
は
、

　
　
宇
佐
宮
八
幡
大
菩
薩
縁
起
【
以
天
平
勝
宝
元
年
己
丑
造
立
宇
佐
宮
】

　
　
欽
明
天
皇
枡
二
年
辛
卯
正
月
云
云
。
此
比
、
八
幡
大
明
神
顕
於
筑
紫
霊
豊
前

　
　
　
国
宇
佐
郡
厩
峰
菱
潟
池
之
間
、
有
鍛
冶
翁
、
甚
奇
異
也
。
因
茲
、
大
神

　
　
　
比
義
、
絶
穀
三
年
寵
居
精
進
、
即
捧
御
幣
哲
言
、
若
汝
神
者
、
我
前
可

　
　
　
顕
。
即
現
三
歳
小
児
、
立
竹
葉
託
宣
云
、
我
是
日
本
人
皇
第
十
六
代
誉

　
　
　
田
天
皇
廣
幡
八
幡
麻
呂
也
、
我
名
曰
護
国
霊
験
威
力
神
通
大
自
在
王
菩

｀　　　芒

　　　符
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　　　男
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薩
、
国
々
所
々
垂
跡
、
於
神
明
是
初
顕
御
座
耳
。

　
　
　
一
云
、
八
幡
大
菩
薩
、
初
顕
豊
前
国
宇
佐
郡
馬
城
峯
、
其
後
移
於
菱
形

　
　
　
小
倉
山
、
今
宇
佐
宮
是
也
「
已
上
出
于
彼
縁
起
也
」

と
あ
る
が
、
「
已
上
出
于
彼
縁
起
也
」
で
終
わ
る
の
を
見
て
も
、
こ
れ
は
明
ら

か
に
『
扶
桑
略
記
』
第
三
、
欽
明
天
皇
三
十
二
年
の
条
か
ら
の
抄
出
で
あ
る
。

『
扶
桑
略
記
』
で
は
、
「
欽
明
天
皇
揖
二
年
辛
卯
正
月
一
日
甲
子
」
の
記
事
と
し

て
、
穴
穂
同
人
皇
女
の
夢
と
懐
妊
の
話
が
記
さ
れ
、
「
又
同
比
、
八
幡
大
明
神

顕
於
筑
紫
矣
。
豊
前
国
宇
佐
郡
」
と
続
く
の
だ
が
、
そ
れ
を
『
以
下
縁
起
』
は

「
正
月
云
云
。
此
比
」
と
文
章
を
整
え
直
し
て
、
八
幡
大
明
神
の
宇
佐
顕
現
の
話

だ
け
を
抜
き
出
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
あ
る
い
は
、
抜
き
出
し
て
「
宇
佐
宮
八

幡
大
菩
薩
縁
起
」
と
あ
っ
た
も
の
を
、
幸
清
か
抄
出
し
た
も
の
か
も
知
れ
な
い
。

　
こ
れ
が
、
『
示
現
記
』
に
な
る
と
、
い
き
な
り
「
筑
紫
豊
前
国
宇
佐
郡
」
の

部
分
か
ら
始
ま
り
、
『
以
下
縁
起
』
や
『
扶
桑
略
記
』
に
は
あ
っ
た
「
一
云
、

八
幡
大
菩
薩
初
顕
豊
前
国
宇
佐
郡
馬
城
峯
、
其
後
移
於
菱
形
小
倉
山
、
今
宇
佐

宮
是
也
【
已
上
出
于
彼
縁
起
也
】
」
の
一
文
が
消
去
さ
れ
、
そ
し
て
、
「
是
則
欽

明
天
皇
之
時
也
」
と
割
り
注
を
入
れ
て
い
る
。
続
い
て
、
『
以
下
縁
起
』
が
二

ｙ
‥
Ｖ

　
　
天
平
壮
年
、
聖
武
天
皇
奉
鋳
東
大
寺
大
仏
之
間
、
以
右
兵
衛
督
藤
原
朝
臣

　
　
　
為
　
勅
使
、
奉
勧
請
為
鎮
守
「
奉
鋳
大
仏
之
妙
工
御
座
耳
」

と
、
新
た
な
話
題
と
し
て
東
大
寺
八
幡
宮
の
勧
請
を
掲
げ
る
の
に
対
し
、
『
示

　
　
　
　
　
幸
清
撰
『
宇
佐
石
清
水
宮
以
下
縁
起
』
に
つ
い
て

現
記
』
は
「
爰
二
天
平
年
中
二
聖
武
天
皇
」
と
、
前
の
宇
佐
顕
現
に
文
章
を
つ

な
げ
る
形
で
、
展
開
す
る
。
『
以
下
縁
起
』
の
三
・
四
の
話
題
は
、
『
示
現
記
』

で
は
「
又
貞
観
元
年
」
「
又
寛
平
年
中
」
と
、
「
又
」
で
繋
ぎ
、
一
連
の
も
の
と

し
て
記
述
さ
れ
て
い
る
。
『
扶
桑
略
記
』
や
年
代
表
記
の
あ
り
方
か
ら
見
て
、

『
示
現
記
』
か
ら
『
以
下
縁
起
』
へ
の
行
程
は
考
え
ら
れ
ず
、
『
示
現
記
』
の
作

者
が
幸
清
撰
の
縁
起
集
か
ら
抄
出
し
た
も
の
を
整
え
直
し
て
、
「
八
幡
宮
御
縁

起
」
と
し
て
取
り
入
れ
た
と
考
え
る
の
が
順
当
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

『
諸
縁
起
』
の
欠
落
し
た
巻
頭
部
分
は
、
『
以
下
縁
起
』
で
補
い
、
一
か
ら
四
ま

で
の
本
文
は
『
示
現
記
』
で
誤
字
や
脱
落
の
有
無
を
補
助
確
認
す
る
こ
と
が
で

き
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

三
、
幸
清
と
縁
起

　
『
石
清
水
文
書
こ
（
四
六
・
四
七
）
に
は
祐
清
と
幸
清
の
手
紙
の
や
り
取
り

が
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
幸
清
か
祐
清
に
頼
ま
れ
て
「
字
を
違
え
ず
に
」

書
写
し
た
「
行
教
和
尚
真
筆
本
縁
起
」
と
、
つ
い
で
に
倉
か
ら
発
見
し
た
「
聖

武
天
皇
御
起
請
文
」
「
勅
書
」
も
祐
清
に
送
っ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
行

教
真
筆
の
縁
起
は
も
と
は
「
弥
勒
寺
文
書
」
の
中
に
あ
っ
た
も
の
で
、
「
故
僧

都
御
房
」
が
所
持
し
て
い
た
と
い
う
。
故
父
成
清
は
弥
勒
寺
講
師
で
あ
り
、
祐

清
は
正
治
元
年
（
一
一
九
九
）
七
月
三
十
日
か
ら
宇
佐
弥
勒
寺
・
喜
多
院
・
正

八
幡
宮
検
校
に
な
っ
て
い
る
。
成
清
は
建
久
十
年
（
一
一
九
九
）
八
月
二
十
七

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
三



　
　
　
　
　
幸
清
撰
『
宇
佐
石
清
水
宮
以
下
縁
起
』
に
つ
い
て

日
の
入
滅
で
あ
る
か
ら
、
「
故
僧
都
御
房
」
は
成
清
を
指
し
、
そ
れ
以
降
、
祐

清
か
弥
勒
寺
関
係
の
文
書
の
把
握
に
い
そ
し
ん
で
い
た
頃
の
出
来
事
で
あ
ろ
う

か
。
ま
た
、
『
宮
寺
縁
事
抄
仏
神
事
次
第
　
御
神
楽
次
第
末
』
の
「
私
御
神
楽

京
人
下
向
事
」
の
条
で
大
治
・
保
延
・
承
久
の
例
を
挙
げ
た
最
後
に
、
「
幸
清
、

別
に
勘
じ
入
る
べ
し
」
と
「
田
中
宗
清
追
筆
」
が
あ
り
、
あ
る
い
は
幸
清
と
宗

清
か
協
力
し
合
っ
て
、
先
例
を
知
る
た
め
に
文
書
・
記
録
の
整
理
を
し
て
い
た

可
能
性
も
あ
る
。

　
こ
う
い
っ
た
背
景
か
ら
、
幸
清
の
縁
起
へ
の
関
心
の
由
来
も
多
少
な
り
と
も

伺
え
る
こ
と
に
な
る
の
だ
が
、
『
以
下
縁
起
』
と
『
諸
縁
起
』
両
書
に
よ
っ
て

復
元
さ
れ
、
全
体
が
明
ら
か
に
な
る
〔
幸
清
撰
縁
起
集
〕
（
以
下
、
混
乱
を
避

け
る
た
め
に
こ
の
表
現
で
述
べ
た
い
）
の
内
部
か
ら
少
し
、
縁
起
収
集
の
意
図

を
探
っ
て
み
た
い
。
〔
幸
清
撰
縁
起
集
〕
の
本
文
は
、
宇
佐
（
口
・
東
大
寺

つ
こ
・
石
清
水
つ
二
）
・
薬
師
寺
（
四
）
の
各
八
幡
宮
創
建
の
様
子
か
ら
時
代

順
に
始
ま
る
が
、
東
大
寺
と
薬
師
寺
の
八
幡
宮
を
鎮
守
と
位
置
づ
け
二
二
の
石

清
水
創
建
の
「
記
録
」
と
し
て
、
「
行
教
は
紀
氏
一
族
が
石
清
水
八
幡
宮
の
俗

官
た
る
べ
し
と
定
め
た
」
、
「
行
教
は
ま
ず
宇
佐
か
ら
石
清
水
に
勧
請
し
て
、
そ

の
後
大
安
寺
に
勧
請
し
た
」
と
い
う
内
容
の
も
の
を
撰
ん
で
い
る
の
が
特
徴
で

あ
る
。
三
・
四
を
引
用
す
る
と
、

三
一
）
　
貞
観
元
年
、
大
安
寺
行
教
大
法
師
、
為
奉
拝
大
菩
薩
参
詣
宇
佐
宮
、
一

夏
之
間

転
読
大
乗
経
、
夜
誦
諸
尊
言
言
、
即
大
菩
薩
不
現
宣
、
汝
為
我

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
四

心
浄
読
経
唱
呪
、
興
汝
共
上
洛
近
都
護
王
城
。
即
行
教
弥
致
信
力
奉
勧
請

之
、
先
著
山
崎
離
宮
。
其
夜
示
現
宣
、
汝
見
我
住
所
。
即
驚
出
見
者
、
巽

方
男
山
石
清
水
鳩
峯
上
屡
現
大
星
光
。
即
再
三
奉
拝
之
後
、
払
暁
見
山
上

者
霊
験
所
也
。
掲
奏
聞
　
公
家
、
即
下
給
木
工
允
橘
義
基
、
准
宇
佐
本
宮

造
立
三
所
御
殿
。
即
大
納
言
紀
古
佐
美
末
孫
行
教
議
定
云
、
以
我
弟
子
安

宗
法
師
可
為
宮
寺
司
、
以
紀
氏
可
為
俗
官
。
即
最
初
以
紀
御
豊
為
神
主
。

　
　
于
今
其
門
徒
井
紀
氏
相
続
不
絶
。
其
後
、
行
教
奉
勧
請
本
寺
大
安
寺
也
。

　
　
（
傍
線
、
筆
者
）

（
四
）
　
寛
平
年
中
、
薬
師
寺
別
当
栄
昭
奉
勧
請
寺
家
南
園
、
為
鎮
守
耳
。

で
あ
る
。
三
「
貞
観
元
年
大
安
寺
行
教
参
詣
宇
佐
宮
蒙
託
宣
奉
勧
請
男
山
事
」

の
典
拠
は
未
詳
だ
が
、
傍
線
を
付
し
た
「
昼
転
読
大
乗
経
、
夜
誦
諸
尊
言
言
」

「
先
着
山
崎
離
宮
」
「
大
星
光
」
の
部
分
は
、
奥
書
に
貞
観
五
年
（
八
六
三
）
の

行
教
作
と
す
る
七
「
石
清
水
八
幡
宮
護
国
寺
縁
起
事
」
（
以
下
「
護
国
寺
略

記
ヒ
と
共
通
す
る
。
こ
の
「
護
国
寺
略
記
」
を
ベ
ー
ス
と
し
た
創
建
縁
起
は
、

「
大
納
言
紀
古
佐
美
末
孫
行
教
」
が
、
「
我
弟
子
安
宗
法
師
を
以
て
宮
寺
司
と
な

す
べ
し
、
紀
氏
を
以
て
俗
官
と
為
す
べ
し
」
と
議
定
し
、
そ
れ
で
最
初
に
紀
御

豊
を
以
て
神
主
と
し
た
と
伝
え
る
。

　
『
三
代
実
録
』
貞
観
十
八
年
（
八
七
六
）
八
月
十
三
日
条
に
は
、

　
　
石
清
水
八
幡
護
国
寺
申
牒
称
。
故
伝
灯
大
法
師
位
行
教
。
去
貞
観
二
年
奉

　
　
為
国
家
。
祈
請
大
菩
薩
。
奉
移
此
間
。
望
請
准
宇
佐
宮
。
永
置
神
主
。
即



　
　
以
従
八
位
上
紀
朝
臣
御
豊
為
之
。
勅
従
之
。

と
あ
っ
て
、
紀
御
豊
か
初
代
神
主
に
補
さ
れ
た
の
は
事
実
だ
が
、
貞
観
十
八
年

に
は
す
で
に
行
教
は
没
し
て
い
た
と
見
ら
れ
、
「
以
紀
氏
可
為
俗
官
」
と
行
教

が
取
り
決
め
を
行
う
に
は
鎧
理
か
あ
馳
。
し
か
も
、
『
略
補
任
』
や
『
系
図
』

等
で
は
、
俗
官
の
ト
ッ
プ
は
（
在
廳
）
俗
別
当
で
あ
っ
て
、
先
の
七
代
の
俗
別

当
は
紀
氏
で
は
な
く
、
天
慶
六
年
（
九
四
三
）
、
紀
良
常
が
初
め
て
神
主
を
経

ず
に
、
神
主
良
真
を
超
え
て
権
俗
別
当
か
ら
補
任
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
娠
。

以
後
、
紀
氏
が
神
主
か
ら
俗
別
当
へ
と
独
占
的
に
昇
進
す
る
よ
う
に
な
る
。
尚

権
俗
別
当
以
下
の
職
に
は
紀
氏
ば
か
り
で
は
な
く
、
多
く
の
氏
族
の
名
が
見
ら

れ
る
。
と
す
れ
ば
、
三
の
縁
起
は
、
紀
氏
が
石
清
水
祀
官
の
最
高
位
た
る
別
当

職
・
俗
別
当
職
を
独
占
す
る
よ
う
に
な
っ
て
、
行
教
を
「
大
納
言
紀
古
佐
美
末

孫
」
と
す
る
紀
氏
一
族
の
問
で
誇
り
高
く
語
ら
れ
た
創
建
縁
起
か
と
思
わ
れ
、

幸
清
か
石
清
水
関
係
の
先
頭
に
選
ぶ
だ
け
の
価
値
が
あ
っ
た
。

　
問
題
は
大
安
寺
で
あ
る
。
大
安
寺
先
行
説
は
、
〔
幸
清
撰
縁
起
集
〕
の
五

「
斉
衡
二
年
移
坐
大
安
寺
事
」
、
十
四
「
大
安
寺
塔
中
院
建
立
縁
起
」
、
枇
「
俗

別
当
兼
孝
語
」
に
登
場
し
、
幸
清
は
大
安
寺
先
行
説
も
無
視
は
し
て
い
な
い
。

大
安
寺
の
方
は
、
大
同
二
年
に
唐
か
ら
帰
国
し
た
行
教
が
宇
佐
に
参
詣
し
て
託

宣
を
得
、
朝
廷
に
上
奏
し
て
勅
命
で
和
気
清
麻
呂
が
大
安
寺
塔
中
院
と
宝
殿
を

建
て
た
と
主
張
し
て
い
た
。
も
っ
と
も
、
〔
幸
清
撰
縁
起
集
〕
十
四
に
は
、
こ

の
応
和
二
年
（
九
六
二
）
の
奥
書
を
持
つ
大
安
寺
塔
中
院
縁
起
に
対
し
て
、
小

　
　
　
　
　
幸
清
撰
『
宇
佐
石
清
水
宮
以
下
縁
起
』
に
つ
い
て

文
字
で

　
　
和
気
清
麻
呂
、
延
暦
十
七
年
正
月
十
九
日
亮
云
々
。

　
　
然
者
、
大
同
二
年
、
現
存
承
　
勅
命
之
条
不
審
也
。
可
尋
之
。

と
い
う
書
き
込
み
が
あ
る
。
延
暦
十
七
年
（
七
九
八
）
に
没
し
た
和
気
清
麻
呂

が
大
同
二
年
（
八
○
七
）
に
宝
殿
を
建
て
る
は
ず
は
な
く
、
も
っ
と
も
な
指
摘

で
あ
る
。
こ
の
一
文
が
幸
清
の
手
に
な
る
も
の
か
、
あ
る
い
は
幸
清
か
所
持
し

て
い
た
『
大
安
寺
塔
中
院
建
立
縁
起
』
の
写
本
に
す
で
に
書
き
込
ま
れ
て
い
た

の
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
大
安
寺
の
大
同
二
年
説
は
〔
幸
清
撰
縁
起
集
〕
の
中

で
完
全
に
崩
れ
去
飴
。

　
次
に
、
五
・
六
の

　
　
年
代
記
云
、
斉
衡
二
年
、
八
幡
大
菩
薩
移
座
大
安
寺
云
云
。

　
　
貞
観
二
年
移
御
山
崎
宮
其
後
移
男
山
≠
几

と
い
う
記
事
は
、
大
江
親
通
の
『
七
大
寺
巡
礼
私
記
』
（
保
延
六
年
（
一
一
四

〇
）
に
巡
礼
）
に
も
「
年
代
記
」
を
引
い
て
、
ほ
ぽ
同
様
の
記
述
が
あ
り
、
そ

こ
で
は
「
貞
観
二
年
」
以
下
に
相
当
す
る
部
分
は
「
行
教
和
尚
記
」
か
ら
の
引

用
と
な
っ
て
い
い
。
こ
の
「
年
代
記
」
も
ど
の
よ
う
な
も
の
か
は
不
明
で
あ
る
。

　
こ
の
大
安
寺
先
行
説
は
大
安
寺
を
支
配
下
に
収
め
た
興
福
寺
に
利
用
さ
れ
る

こ
と
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
天
永
四
年
（
一
一
三
一
）
四
月
に
興
福
寺
大
衆
は
、

「
大
安
寺
は
石
清
水
宮
寺
の
本
宮
で
あ
る
、
そ
の
故
は
行
教
和
尚
が
八
幡
大
菩

薩
の
御
影
を
写
し
て
ま
ず
大
安
寺
に
安
置
、
後
に
石
清
水
に
遷
し
た
か
ら
」
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
五



　
　
　
　
　
幸
清
撰
『
宇
佐
石
清
水
宮
以
下
縁
起
』
に
つ
い
て

大
安
寺
の
末
宮
と
し
て
、
興
福
寺
の
強
訴
に
神
輿
を
出
し
て
連
な
る
よ
う
要
求
。

そ
の
時
の
石
清
水
側
は
、
「
貞
観
二
年
、
行
教
が
宇
佐
か
ら
三
所
御
体
を
男
山

に
安
置
し
て
後
、
仏
教
鎮
守
と
し
て
大
安
寺
に
移
し
、
次
に
薬
師
寺
に
別
当
栄

昭
が
寺
家
に
勧
請
し
た
の
だ
」
と
返
答
し
加
。

　
石
清
水
の
返
答
の
基
盤
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
〔
幸
清
撰
縁
起
集
〕
で
は
八

「
同
縁
起
並
道
俗
司
次
第
事
」
と
し
て
掲
載
さ
れ
る
、
長
徳
元
年
（
九
九
五
）

の
奥
書
を
持
つ
「
遷
座
縁
起
」
の
記
事
が
も
と
に
な
っ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
そ

の
時
の
石
清
水
の
別
当
が
光
清
、
俗
別
当
が
紀
兼
孝
（
一
〇
六
六
～
一
一
四

五
）
で
あ
っ
た
。
そ
の
兼
孝
が
、
個
人
的
に
は
大
安
寺
先
行
説
を
取
っ
て
い
る

の
で
あ
る
。

　
　
俗
別
当
兼
孝
語
云
、
建
立
大
師
行
教
和
尚
、
南
京
大
安
寺
法
師
也
、
大
納

　
　
　
言
紀
古
佐
美
之
末
也
、
行
教
為
　
勅
使
参
宇
佐
宮
、
奉
摸
大
菩
薩
御
正

　
　
　
体
於
衣
袖
、
帰
洛
奉
祝
男
山
、
先
御
奈
良
云
々
、
御
影
阿
弥
陀
三
尊
云
々
、

　
　
　
貞
観
元
年
奉
移
石
清
水
、
行
教
奉
見
大
菩
薩
回
、
最
初
別
当
安
宗
、

　
　
　
奉
見
大
菩
薩
御
腰
工
回
ノ
九
命
別
当
於
宝
前
、
奉
読
金
剛
般
若
経
、

　
　
　
給
如
意
宝
珠
。
（
傍
線
筆
者
）

右
の
文
は
、
〔
幸
清
撰
縁
起
集
〕
揖
「
俗
別
当
兼
孝
語
事
」
の
本
文
で
あ
る
。

石
清
水
内
部
で
も
両
説
語
ら
れ
る
だ
け
の
何
か
根
拠
（
史
実
か
ど
う
か
は
別
と

し
て
）
が
あ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、
〔
幸
清
撰
縁
起
集
〕
の
配
話

の
視
点
か
ら
伺
う
と
、
五
・
六
の
年
代
記
の
大
安
寺
先
行
説
の
次
に
は
、
「
祖

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
六

師
行
教
が
自
ら
著
し
た
」
七
の
「
護
国
寺
略
記
」
が
続
き
、
「
紛
れ
も
な
く
宇

佐
↓
石
清
水
」
を
印
象
づ
け
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
揖
「
兼
孝
語
」
に
続
く

柑
二
「
大
菩
薩
所
々
移
坐
事
」
で
は
、
八
幡
大
菩
薩
が
唐
か
ら
渡
来
し
て
、
日

本
の
「
比
木
嶺
」
に
始
ま
り
、
次
々
と
各
地
に
遷
座
し
て
、
つ
い
に
宇
佐
に
鎮

座
し
た
と
い
う
伝
承
で
あ
り
、
兼
孝
の
大
安
寺
先
行
移
坐
説
が
あ
ま
り
大
き
な

意
味
を
持
た
な
い
よ
う
に
配
慮
さ
れ
て
い
る
か
に
見
え
る
。
石
清
水
側
に
と
っ

て
は
、
大
安
寺
↓
石
清
水
か
、
宇
佐
↓
石
清
水
か
は
、
石
清
水
宮
の
位
置
づ
け

と
し
て
根
元
的
な
問
題
で
あ
る
。
建
久
元
年
（
一
一
九
口
に
は
、
宮
寺
領
切

山
の
民
と
興
福
寺
領
天
山
の
民
と
の
争
い
か
ら
、
石
清
水
別
当
成
清
の
罷
免
と

切
山
の
争
論
の
地
の
領
有
を
訴
え
て
興
福
寺
僧
数
百
余
人
が
上
洛
す
る
騒
ぎ
も

体
験
し
て
お
に
ヅ
神
人
・
領
民
統
率
の
立
場
に
あ
る
幸
清
と
し
て
も
「
大
安
寺

本
宮
」
説
を
認
め
る
わ
け
に
は
い
か
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
〔
幸
清
撰
縁
起
集
〕

で
は
、
忠
実
な
抄
出
に
徹
し
つ
つ
も
、
話
題
の
配
列
に
幸
清
な
り
の
計
算
は
あ

っ
た
よ
う
だ
。

　
幸
清
は
〔
幸
清
撰
縁
起
集
〕
に
お
い
て
、
石
清
水
・
宇
佐
・
南
都
だ
け
で
な

く
、
八
幡
に
関
わ
る
話
題
を
持
つ
九
州
の
諸
社
に
も
目
を
向
け
る
。
大
安
寺
縁

起
に
続
く
大
隅
正
宮
（
十
五
）
は
、
承
元
四
年
当
時
、
祐
清
の
子
秀
清
か
検
校

と
な
っ
て
お
り
、
香
椎
宮
（
十
六
）
は
幸
清
か
検
校
、
筥
崎
宮
（
十
八
・
十

九
）
は
宗
清
か
検
校
で
あ
っ
た
。
他
に
阿
蘇
（
十
七
）
・
高
良
（
廿
・
廿
口
・

住
吉
（
廿
七
了
気
比
（
廿
八
了
若
宮
（
枡
二
）
な
ど
の
諸
社
は
、
八
幡
関
係



で
知
識
と
し
て
知
っ
て
お
く
必
要
が
あ
っ
た
だ
け
で
な
く
、
若
宮
を
始
め
、
こ

れ
ら
の
神
冷
か
境
内
末
社
と
し
て
す
べ
て
勧
請
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
縁
起
に
取

り
入
れ
る
必
然
性
の
Ｉ
因
だ
ろ
沁
。
す
な
わ
ち
〔
幸
清
撰
縁
起
集
〕
の
世
界
は
、

男
山
に
参
詣
に
訪
れ
れ
ば
神
々
に
接
し
、
経
営
に
携
わ
れ
ば
鎮
西
と
も
触
れ
合

い
、
祭
り
や
仏
教
行
事
に
関
わ
れ
ば
よ
り
近
く
な
る
石
清
水
八
幡
宮
寺
と
い
う

小
宇
宙
そ
の
も
の
で
あ
る
。
序
文
の
「
家
の
た
め
在
の
た
め
」
と
い
う
幸
清
の

言
葉
は
、
別
当
家
一
族
の
み
な
ら
ず
、
石
清
水
八
幡
宮
寺
の
経
営
を
支
え
る
所

司
一
族
や
神
人
・
八
幡
宮
領
民
、
あ
る
い
は
参
詣
者
ま
で
を
も
含
ん
だ
人
々
を

念
頭
に
置
き
、
縁
起
に
よ
っ
て
石
清
水
八
幡
宮
寺
下
で
の
八
幡
信
仰
の
鼓
吹
と

結
束
を
意
識
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
。

　
最
後
に
、
阪
本
龍
門
文
庫
所
蔵
の
『
宇
佐
石
清
水
宮
以
下
縁
起
』
が
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
、
奈
良
女
子
大
学
附
属
図
書
館
の
画
像
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

「
阪
本
龍
門
文
庫
画
像
集
」
で
映
像
が
公
開
さ
れ
、
誰
で
も
見
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。
第
一
冊
が
ま
っ
た
く
森
本
家
・
谷
村

家
本
と
同
じ
で
、
十
七
の
「
筥
崎
宮
記
」
の
「
皇
」
の
字
で
終
わ
り
、
や
は
り
・

「
宮
寛
正
二
年
辛
巳
卯
月
仏
性
日
誌
之
」
の
奥
書
が
あ
る
。
第
二
冊
は
そ
の
続

き
か
ら
始
ま
り
、
『
諸
縁
起
』
と
ま
っ
た
く
同
文
の
隆
宴
書
写
の
奥
書
が
あ
り
、

後
に
増
補
部
分
が
あ
っ
て
、
明
ら
か
に
隆
宴
書
写
本
を
源
と
し
て
い
る
善
本
で

あ
る
。
国
書
総
目
録
に
は
他
に
い
く
つ
か
『
宇
佐
石
清
水
宮
縁
起
』
が
見
え
る

が
、
諸
本
に
つ
い
て
は
後
考
を
挨
ち
た
い
。

　
　
　
　
　
幸
清
撰
『
宇
佐
石
清
水
宮
以
下
縁
起
』
に
つ
い
て

※
　
引
用
に
用
い
た
テ
キ
ス
ト
は
、
『
諸
縁
起
』
は
石
清
水
八
幡
宮
所
蔵
、
召
清
書
写

　
『
八
幡
大
菩
薩
示
現
記
』
『
石
清
水
八
幡
宮
寺
略
補
任
』
は
東
大
史
料
編
纂
所
所
蔵
謄

　
写
本
、
『
遣
心
和
歌
集
』
は
岩
波
新
日
本
古
典
文
学
大
系
『
中
世
和
歌
集
　
鎌
倉
篇
』
、

　
『
宮
寺
縁
事
抄
』
は
神
道
大
系
『
石
清
水
』
、
『
朝
野
群
載
』
は
新
訂
増
補
国
史
大
系
、

　
『
七
大
寺
巡
礼
私
記
』
は
校
刊
美
術
史
料
・
寺
院
編
上
の
も
の
を
用
い
た
。

注①
　
『
石
清
水
八
幡
宮
史
　
史
料
第
六
輯
』
「
朱
印
領
」
五
七
〇
・
五
七
一
・
八
七
五
頁

　
等
参
照
。

②
「
元
仁
二
年
（
コ
ー
ニ
五
）
三
月
　
日
田
中
宗
清
告
文
」
勤
労
異
他
条
（
『
宮
寺
縁

　
事
抄
　
告
文
類
』
所
収
）
。

③
　
注
①
に
同
じ
。

④
　
谷
村
家
文
書
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
六
年
に
八
幡
市
教
育
委
員
会
の
竹
中
友
里
代

　
氏
に
よ
っ
て
、
調
査
報
告
が
行
わ
れ
て
い
る
。

⑤
　
続
群
書
類
従
・
七
上
「
紀
氏
系
図
」
参
照
。
及
び
、
『
遣
心
和
歌
集
』
承
元
三
年

　
六
月
十
九
日
条
。

⑥
　
注
②
「
田
中
宗
清
告
文
」
蒙
厳
重
神
恩
条
等
。

⑦
　
行
教
の
没
年
は
不
明
。
『
男
山
考
古
録
』
七
で
は
「
寛
平
二
年
（
八
九
〇
）
正
月

　
十
八
日
遷
化
」
。
こ
れ
に
従
え
ば
、
御
豊
の
件
も
行
教
差
配
に
見
え
る
が
、
貞
観
五

　
年
に
「
行
教
非
常
の
際
は
後
を
安
宗
に
託
す
」
と
い
う
、
「
護
国
寺
略
記
」
と
八

　
「
同
縁
起
並
道
俗
司
次
第
事
」
の
記
述
や
、
安
宗
が
同
年
に
初
代
別
当
と
な
っ
て
い

　
る
こ
と
か
ら
見
て
、
貞
観
五
年
没
と
見
る
西
田
長
男
氏
の
説
が
妥
当
か
。
西
田
長
男

　
氏
「
石
清
水
八
幡
宮
の
創
立
」
（
日
本
神
道
史
研
究
第
八
巻
『
神
社
編
　
上
』
所
収
。

　
講
談
社
、
S
5
3
発
行
）
参
照
。

⑧
　
『
石
清
水
八
幡
宮
史
』
首
巻
所
収
・
石
清
水
祀
官
家
系
図
（
田
中
家
）
、
紀
良
常
の

　
項
「
天
暦
六
年
五
月
二
十
八
日
、
任
俗
別
当
、
自
権
俗
別
当
超
神
主
良
真
朝
臣
也
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
七



幸
清
撰
『
宇
佐
石
清
水
宮
以
下
縁
起
』

に
つ
い
て

　
（
中
略
）
紀
氏
以
良
常
為
初
、
自
良
常
以
前
在
廳
俗
別
当
七
人
也
、
所
謂
継
成
、
益

　
雄
、
常
渫
、
喜
雄
、
当
氏
、
滋
峰
、
等
生
等
也
、
非
氏
人
、
彷
以
良
常
為
氏
人
、
俗

　
別
当
之
初
也
」
。
『
石
清
水
八
幡
宮
寺
略
補
任
』
で
は
、
貞
観
六
年
＝
継
成
、
寛
平
元

　
年
＝
益
雄
、
昌
泰
三
年
＝
常
渫
、
延
喜
十
年
＝
喜
雄
、
承
平
二
年
＝
滋
峰
、
承
平
七

　
年
＝
等
生
、
天
暦
六
年
＝
良
常
と
し
て
、
当
氏
の
名
が
見
え
な
い
。

⑤
　
『
宮
寺
縁
事
抄
第
十
三
』
「
南
都
大
安
寺
塔
中
院
縁
起
」
に
は
書
き
込
み
は
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－

⑩
　
大
安
寺
条
「
（
前
略
）
又
年
代
記
云
、
斉
衡
二
年
八
幡
大
井
随
（
従
カ
）
宇
佐
宮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－

　
移
於
大
安
寺
御
坐
云
々
、
要
（
案
カ
）
行
教
和
尚
記
云
、
貞
観
八
（
元
カ
）
年
八
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－

　
甘
二
日
、
八
幡
大
井
移
山
崎
宮
【
非
（
離
力
）
宮
是
也
」
、
自
彼
移
男
山
峯
給
云
々
」
。

　
大
安
寺
先
行
説
は
同
人
著
『
七
大
寺
日
記
』
に
す
で
に
登
場
す
る
。

⑨
　
『
朝
野
群
載
』
巻
第
十
六
「
佛
事
上
」
（
「
興
福
寺
大
衆
牒
」
「
石
清
水
八
幡
宮
護
国

　
寺
牒
ビ
。

⑩
　
『
玉
葉
』
建
久
元
年
三
月
十
三
日
、
五
月
一
日
、
同
二
日
、
建
久
二
年
九
月
六
日

　
条
参
照
。

⑩
　
『
宮
寺
縁
事
抄
第
一
末
』
。
気
比
は
大
智
満
と
し
て
祀
ら
れ
る
。

　
末
筆
な
が
ら
、
貴
重
な
文
献
の
閲
覧
を
快
く
許
可
し
て
く
だ
さ
っ
た
石
清
水
八
幡
宮

と
谷
村
家
、
な
ら
び
に
翻
刻
に
際
し
て
多
大
な
ご
教
唆
と
協
力
の
労
を
惜
し
ま
ず
取
っ

て
く
だ
さ
っ
た
石
清
水
八
幡
宮
の
田
中
公
於
氏
・
西
中
道
禰
宜
、
及
び
八
幡
市
教
育
委

員
会
の
竹
中
友
里
代
氏
に
は
、
こ
の
場
を
借
り
て
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

四
八




